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作付・転作計画の作成 

作業計画管理では，圃場図上で圃場の配置をみながら，圃場に直接作物を配置して作

付計画を作成できます。たとえば，圃場の分散状況を見ながら作物の作付計画を立てた

り，ブロックローテーションの圃場配置を計画したりできます。 

作付計画（ブロック配置）作成【操作】 

作付計画の作成では，圃場所有者に関係なく，圃場図上で圃場の配置に基づくブロッ

クローテーション等の作付計画を作成できます。 

 

１．メイン画面のメインメニューから「計画(P)」→「作付計画（ブロック配置）(B)」

を選択実行します（以下の設定画面が表示されます）。 

 

  

図 212 「作付計画」設定画面 

 

２．作付しようとする作物名・品種名の組み合わせを最大 20 件までコンボボックスで

指定します。上記例では，各項目で作物が異なっていますが，同じ作物で異なる

品種の組み合わせを指定しても構いません。作物がすべて水稲で異なる 20 品種の
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組み合わせを指定することもできます。 

３．同様にして「施肥設計」「防除設計」を選択します。 

４．作物名の左横にあるカラーボタンを左クリックします。 

（この時，その作物名コンボボックスの背景が黄色に変わります） 

５．マップ画面上で，その作物を作付けする圃場を左クリックします。 

（この時，手順４で選択したボタンの色で圃場が着色されます） 

（そのボタンの作物・品種，施肥･防除設計を指定したことになります） 

（それに合わせて，面積，枚数，種子量欄が更新されます） 

６．作付を解除する場合はその圃場で右クリックします。 

７．手順４～６を繰り返し，作付計画を作成します（図 213）。 

 

 

図 213 作付計画作成例 

 

 

・「作付」，「作付年」を指定していない場合は，当該年（今年）の新しい作付番号が割り

当てられます。 

・「作付」が指定されている場合は，指定圃場に同じ作付があれば更新され，無い場合は

指定の作付番号で新しい作付データが作成されます。 

 

圃場図上での作付計画作成について【解説】 

カラーボタンをクリックして作物・品種の組み合わせを選択し，その後，圃場図上の

圃場をクリックすると，その圃場の作付が指定された作物・品種に変更されます。同時

に，作付面積（水稲とそれ以外）・圃場枚数集計値も更新されます。 

水稲作付可能面積率は，全農地面積に対する水稲の作付可能上限面積の割合を示して

います。自治体等によって指定された値を入力しておけば，上限ぎりぎりまでの水稲作

付計画を作成できます。同様に転作面積（水稲以外を作付指定した圃場の耕作面積）に
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ついても圃場をクリックする都度集計されます。 

農家（圃場所有者）別作付計画変更【操作】 

農家別作付計画変更では，圃場図上で，圃場を所有する農家別に作付状況表示や変更

を行います。 

農家別に作付を変更するには， 

 

１．メイン画面のメインメニューから「計画(P)」→「個人別作付変更(M)」を選択実

行します（「農家別作付変更」設定画面（図 214）が表示されます）。 

 

  

図 214 「農家別作付変更」画面 

 

２．変更の対象となる農家を「農家」コンボボックスから選択します（その農家の作

付状況が表示されます（図 215））。 

３．品種を変更したい場合は，「品種」チェックボックスをチェック状態にし，作物を

「作物」コンボボックスから選択します（図 216）。 

４．必要に応じて，作付，作付年を指定（限定）します。 

５．作物名または品種名の左横にあるカラーボタンをクリックします（その欄の背景

が黄色に変わり選択されたことを示します）。 
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図 215 農家別作付表示例（作物別） 

 

 
図 216 農家別作付表示例（品種別） 

 

６．圃場図に戻り，作付変更する圃場をクリックします（図 217）。 
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図 217 作付変更圃場の選択 

（この例では大豆作付を指定しています） 

 

以上の操作で，指定された作付に変更されます。なお，農家別作付変更の場合には，

指定した農家が所有する圃場以外の圃場には作付指定できません。 

作物を変更した場合，品種名は未指定となるので，必ず「品種」チェックボタンをチ

ェックして品種指定モードに切り替えて，品種の指定も行ってください。 

必要な作付変更操作が終わったら「閉じる(C)」ボタンを左クリックしてメイン画面に

戻ります。 

作付計画に基づく所要作業時間の確認 

概略【解説】 

旬別作業時間の集計では，「初期設定」で指定した旬別 10 アール当たり作業時間デー

タ（→初期設定ガイド）と，作成済みの作付計画に基づいて，どの程度の作業総時間が

必要になるかを集計し表示します。実際に作業がいつ行われるかというのは，計画段階

では例年を目安として作成するしかないため，「初期設定」の「作業時間設定」では「旬

別」の 10 アール当たり作業時間として設定しています。 

このため，ここで表示される作業時間は，作付の違いに伴う総作業時間の変化を予測

するものとお考えください。 

旬別作業時間の確認【操作】 

作成済みの作付計画に基づいて，旬別作業時間を確認するには， 

 

１．メイン画面のメインメニューから「計画(P)」→「旬別作業時間(T)」を選択実行し

ます（「旬別作業時間」画面（図 218）が表示されます）。 

２．画面上部の「農家」コンボボックスから，集計したい農家名（圃場所有者名）を

選択します。 

 

以上の操作により，作付計画に基づく旬別 10 アール当たり作業総時間データと，月別
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総作業時間の一覧表と作業時間グラフが表示されます（図 218）。 

これにより，作業の集中具合が分かりますので，必要に応じて作付を変更して作業を

分散させるなどの対応を行うことになります。 

 

  

図 218 作付計画に基づく旬別作業時間集計 

 

施肥計画を作成する【操作】 

「施肥計画作成」では，肥料マスタ（→「初期設定」ガイド）に登録された「施肥設

計」を圃場ごとに配置します。作付計画作成時（p.141）には作物・品種とセットで一つ

の施肥設計を圃場に配置（計画作成）しますが，この「施肥計画作成」では作物・品種

とは無関係に施肥設計を配置（計画）できます。 

施肥計画を作成するには， 

 

１．メインメニューから「計画・実績(P)」→「施肥計画（施肥設計配置）(F)」を選択・

実行します（図 219）。 

（「施肥計画」設定画面（操作フォーム）が表示されます（図 220）） 

（同時に，現在の設定状況が圃場図上に着色表示されます） 

２．施肥設計が 21 以上ある場合は，必要に応じて「施肥計画」画面で配置する「施肥

設計」（初期設定で肥料マスタに登録済み）を選択します（既定で表示されていな

い場合）。 

３．必要に応じて「作付」，「作付年」を指定（限定）します。 

４．施肥設計名の左隣にあるカラーボタンをクリックします。 

  （クリックした色の施肥設計が選択され（背景が黄色に変化），以降圃場クリック
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で配置されます） 

５．メイン画面内の圃場図上で，手順４で選択した施肥設計を配置する圃場を順次左

クリックします。 

（クリックした圃場に施肥設計が配置され着色されます） 

６．配置を取り消す場合はその圃場を右クリックします。 

７．手順４～６を繰り返し，施肥設計を配置します（図 225）。 

８．設定が終わったら［閉じる(C)］ボタンをクリックして「施肥計画」画面を閉じま

す。 

 

 

図 219 「施肥計画」メニューの選択・実行 

 

 

図 220 「施肥計画」設定画面 

 

 

・配置した施肥計画は，作付台帳表示（「台帳表示」→「作付台帳」）以下の「作付計画

集計表」メニューより一覧表形式で確認できます（p.58）。 

・施肥計画時の圃場図上で設定画面内に登録されていない「黒色着色」は「作付は指定

されているが施肥設計は指定されていない圃場」を示しています。 

・作付番号が指定（限定）されていない場合に複数の圃場が設定対象となる場合は，順

次設定確認画面が表示されます。 
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図 221 施肥計画画面例 

 

防除計画を作成する【操作】 

「防除計画作成」では，「農薬マスタ」（→「初期設定」ガイド）に登録された「防除

設計」を圃場ごとに配置します。作付計画作成時（p.141）には作物・品種とセットで一

つの防除設計を圃場に配置（計画作成）しますが，この「防除計画作成」では作物・品

種とは無関係に防除設計を配置（計画）できます。 

防除計画を作成するには， 

 

１．メインメニューから「計画・実績(P)」→「防除計画（防除設計配置）(C)」を選択・

実行します（図 222）。 

（「防除計画」設定画面（操作フォーム）が表示されます（図 223）） 

（同時に，現在の設定状況が圃場図上に着色表示されます） 

 

 
図 222 「防除計画」メニューの選択・実行 
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図 223 「防除計画」設定画面 

 

２．防除設計が 21 以上ある場合は，必要に応じて「防除計画」設定画面で配置する「防

除設計」（初期設定で農薬マスタに登録済み）を選択します（既定で表示されてい

ない場合）。 

３．必要に応じて「作付」，「作付年」を指定（限定）します。 

４．防除設計名の左隣にあるカラーボタンをクリックします。 

  （クリックした色の防除設計が選択され（背景が黄色に変化），以降圃場クリック

で配置されます） 

５．手順４で選択した防除設計を配置する圃場をメイン画面内の圃場図上で順次左ク

リックします。 

（選択中の防除設計がクリックした圃場に配置され着色されます） 

６．配置を取り消す場合はその圃場を右クリックします。 

７．手順４～６を繰り返し，防除設計を配置します（図 224）。 

８．設定が終わったら［閉じる(C)］ボタンをクリックして「防除計画」画面を閉じま

す。 

 

 

・配置した防除計画は，作付台帳表示（「台帳表示」→「作付台帳」）以下の「作付計画

集計表」メニューより一覧表形式で確認できます（p.58）。 

・防除計画時の圃場図上で設定画面内に登録されていない「黒色着色」は「作付は指定

されているが防除設計は指定されていない圃場」を示しています。 

・作付番号が指定（限定）されていない場合に複数の圃場が設定対象となる場合は，順

次設定確認画面が表示されます。 
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図 224 防除計画作成画面例 

 

 

〔メモ〕 
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作業計画の作成・管理 

作業計画計算結果の取込【操作】 

本システムでは，水稲の代掻き・田植え作業と収穫作業について，本システムを構成

する作業計画計算プログラム（”分散圃場システム.exe”）で，圃場と作付，作業期間，作

業人員の組み合わせを GA（遺伝的アルゴリズム）を用いて適切に配置して作業計画とし

て作成することができます（→作業計画計算ガイド）。さらに，その計算結果を取り込ん

で，栽培作業台帳（p.62）の当初計画または実行計画に反映できるようになっています。 

作業計画計算プログラムで作成した作業計画を取り込むには， 

 

１．メイン画面（図 2）のメインメニューで「計画(P)」→「作業計画(P)」を選択実行

します（「作業計画・実績管理」画面（図 225）が表示されます）。 

 

 

図 225 「作業計画・実績管理」画面 

 

２．「作業計画・実績管理」画面（図 225）のメインメニューから「ファイル(F)」→「作

業計画取込(I)」を選択実行します（「作業計画データインポート」画面（図 226）

が表示されます）。 

 

  

図 226 インポートするデータとインポート先の指定 

 

３．「作成済み計画」コンボボックスで取り込む作業計画の「計算プロセス」（→作業

計画計算ガイド）を選択します（図 226）。 

４．取り込んだ作業計画データを「当初計画」として使用するか「実行計画（日々計

画）」として使用するかを「インポート先(I)」ラジオボタンで選択します。 

５．最後に「OK」ボタンを左クリックします。 

 



－152－ 

以上の操作により，指定された計算結果（作業計画データ）が栽培台帳の当初計画ま

たは実行計画として読み込まれます。 

読み込まれた作業計画を表示するためには，作業計画データの検索・表示を行います

（操作法は次に説明しています）。 

栽培（作業）台帳の作業データ検索・表示【操作】 

作業計画管理では，栽培作業台帳に登録されている作業計画（当初・実行）または作

業実績を「作業スケジュール一覧形式」で表示できます。そのためには， 

 

１．「作業計画・実績管理」画面（図 225）の「検索・表示」ツールボタンを左クリッ

クします。 

（「作業データ検索＆表示」画面（図 227 左）が表示されます） 

２．表示する作業の検索条件を指定し，「検索・表示」ボタンを左クリックします（図

227 右）。 

 

  

図 227 作業データ検索条件指定画面（左：初期表示，右：条件指定中） 

 

以上の操作により，指定された条件に合致する作業データが検索され，「作業計画・実

績管理」画面に一覧表示されます（図 228）。 

 

 

図 228 作業計画・実績（作業データ）の表示例 
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この例では，代かき・田植え作業（画面右側の凡例参照，作業は色で識別）のみ登録

されています。なお，表中の「△」は当初計画，「○」は実行計画，「◎」は実績をそれ

ぞれ示しています。 

検索条件の指定について【解説】 

作業データを検索表示する際に指定可能な条件項目は，「作物」，「品種」，「地区」，「所

有者（農家名）」，「作付年」，「表示開始日（作業日）」です。このうち，作物と表示開始

日は必ず指定します。複数の条件を指定した場合は AND 条件での検索となります。 

「栽培台帳」表示による作業データの編集【操作】 

「作業計画・実績管理」画面のスケジュール一覧表は直接編集することはできません。

しかし，作業データが登録されているセルを左ダブルクリックすると，そのセル行の圃

場について「栽培台帳入力」画面（p.71，図 99）が表示されます。作業データの編集は

この画面で行います。 

編集後は，再度検索表示を行うか，「表示更新」ツールボタンをクリックして，「作業

計画・実績管理」画面の表示を更新します。 

作業計画・実績の印刷 

作業計画・実績の印刷について【概略】 

作業データの検索・表示と同様にして，検索したデータを「日別作業予定表」，「日別

作業実績表」，圃場別の「作業指示・報告書」，「圃場別作業実績表」に印刷できます。 

日別の作業予定・実績表は，日々の作業予定・実績がある圃場を一覧表形式で把握で

きます。圃場別作業実績表は期間（管理ファイルの対象期間）を通じて圃場ごとの作業

実績を一覧表形式で把握できます。日別圃場毎作業指示・報告書は，当日の作業指示を

作業担当者に伝えると同時に，作業担当者による作業実施報告書としても使用します。

この日別圃場別作業指示・報告書は，「栽培台帳」入力画面（p.71，図 99）の右側にある

［指示・報告書］ボタンを左クリックしても印刷できます。 

作業計画・実績を印刷（または印刷プレビュー）する【操作】 

作業データを印刷するには， 

 

１．作業データが検索・表示されている「作業計画・実績管理」画面（図 228）で，

印刷またはプレビューしようとするセル（圃場と作業日で決まる）をクリックし

て選択します。 

２．「印刷」ツールボタンまたは「印刷プレビュー」ツールボタンをクリックします（「フ

ァイル(F)」メニューから「印刷(P)」，「印刷プレビュー(V)」を選択実行しても同

じです）。 

３．表示された「印刷内容選択」画面で，印刷またはプレビューする内容を指定しま

す（図 229）。「印刷対象」は日別／圃場別を選択します。「出力対象」は作業デー

タの当初計画／実行計画／作業実績／指示・報告を選択します。 

４．「次へ」をクリックします。 

５．印刷の場合は印刷ダイアログ（図 230）が，印刷プレビューの場合はプレビュー

画面（図 231）が表示されるので，それぞれに必要な操作を行います。 
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図 229 「印刷内容選択」画面 

 

６．印刷ダイアログでは，プリンタを選択し，必要に応じてプリンタプロパティを設

定します（［詳細設定］ボタン）。すべての準備ができたら［印刷］ボタンをクリ

ックして，選択した印刷内容を印刷します。 

 

 

図 230 「印刷」ダイアログ 

 

７．印刷プレビュー画面では，表示倍率を変えたり，表示ページを変えたりしながら

印刷イメージを確認します。その後，印刷する場合はツールバー内の印刷ボタン

をクリックして印刷を実行します。 

（「印刷」ダイアログが表示されます →手順６へ） 
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図 231 印刷プレビュー画面 

（この画面例は，日別作業実績表のプレビュー画面です） 

 

 

図 232 作業指示・報告書のプレビュー画面 
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〔メモ〕 
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MFD 作業記録の作成 

MFD 連携による作業記録作成【概要】 

本システムでは MFD（農業記録ソフト，詳細・入手・使用方法等については MFD サ

イト<http://www.aginfo.jp/MFD/>を参照のこと）を使用して作業現場で作業記録を入力

し，それを栽培作業台帳に取り込むことができます。 

MFD はさまざまなニーズに合わせて作業記録が作成できる高いカスタマイズ機能を

もっています。本システムではその高いカスタマイズ機能を利用して，栽培作業台帳が

必要とする作業記録内容に合わせたデータ構造・マスタデータを一つのカスタマイズさ

れた MFD データベースとして作成します。 

MFDシステムはこのカスタマイズされたMFDデータベースを読み込んで作業記録を

作成します。本システムは MFD で作成された作業記録データを読み込んで栽培作業台

帳に登録します。 

 

 

図 233 MFD 連携による作業記録作成の流れ 

 

MFD 連携機能の呼び出し【操作】 

MFD連係機能を呼び出すにはメインメニューから「計画・実績(P)→MFD作業記録(D)」

を選択・実行します。 

 

 

図 234 MFD 作業記録メニューの選択・実行 
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以下の MFD 連携画面が表示されます。 

 

 

図 235 MFD4PMS データ交換画面 

 

MFD 連携データベースの作成【操作】 

MFD 連携に使用するデータベースは”MFD4PMS”データベースと呼ばれます。PMS

（本システム）用にカスタマイズされた MFD データベースの総称です。 

MFD4PMS データベースを作成するには，MFD4PMS データ交換画面上部にある「同

期する MFD4PMS データベース名」コンボボックスにデータベース名を入力し［追加］

ボタンをクリックします。すでに MFD4PMS データベースを作成してある場合は単にコ

ンボボックス内から選択します。 

また，作成済みの MFD4PMS データベースを削除するには，そのデータベース名を選

択した上で［削除］ボタンをクリックします。 

 

 

図 236 MFD4PMS データベースの操作画面 

 

MFD 作業記録内容の設定【操作】 

MFD システムにおいてどのような内容の記録を作成するかを設定するために「→

MFD（記録設定）」タブを使用します（図 237）。 

 

１．最初に「記録対象作物」を選択します。 

  （作物ごとに作業内容が異なるために最初に選択します） 



－159－ 

２．「設定するマスタ情報」欄内のタブを切り替えながら MFD4PMS データベースに

記録対象項目として登録する「作業」～「農薬」情報を選択（チェック）します。 

３．［設定］ボタンをクリックします。 

 

 

図 237 MFD 記録設定タブ 

 

以上の操作で選択された内容が MFD4PMS データベースに反映されます。 

以降は，MFD システムのユーザガイドに従って，MFD システムを起動して今設定し

た MFD4PMS データベースを読み込み，作業記録手順やマスタ情報の登録を行います。

その後，PDA に作業記録体系を転送し，作業現場で実際に作業記録を入力作成します。

PDA 上で作業記録が入力できたら MFD システム上で操作して MFD4PMS データベー

ス内に作業記録を取り込みます。 

以上で MFD システムでの操作は終わりです。次は MFD4PMS データベースに取り込

まれた作業記録を MFD4PMS データ交換画面で PMS 内に取り込みます。 

MFD 作業記録の取り込み【操作】 

MFD システムで作成された作業記録を取り込むには，MFD4PMS データ交換画面に

おいて，目的の MFD4PMS データベースを選択した上で， 

 

１．「←MFD（作業記録）」タブを選択します（図 238）。 

２．［作業記録取り込み(G)］ボタンをクリックします。 

  （MFD4PMS データベースから作業記録が読み込まれます） 

３．一覧の「登録」欄のチェックをオン・オフして栽培作業台帳に登録する作業記録

レコード（行）を選択します（オンで登録）。［全選択］，［全解除］ボタンも使用

できます（図 239）。 

４．登録するデータを選択できたら［栽培作業台帳のサ行実績へ登録］ボタンをクリ

ックします。 

  （選択された作業記録が栽培作業台帳に登録されます） 

５．MFD4PMS データベース上の作業記録を削除する場合は［MFD から削除］ボタ

ンをクリックします。 

  （すべての作業記録が MFD4PMS データベースから削除されます） 
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図 238 MFD（作業記録）タブ 

 

 

図 239 作業記録取り込み画面例 
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FaWL 作業記録の作成 

FaWL 連携による作業記録作成【概要】 

Android および WindowsMobile を搭載した携帯情報端末用の PMS作業記録作成ソフ

ト：FaWL（Farm Work Logue）を使用して，作業現場で作業記録を作成し，PMS 栽培

作業台帳へその記録を取り込むことができます。 

 

 

図 240 FaWL 連携による作業記録作成の流れ 

 

その大まかな手順は以下のとおりです。 

 

１．当日の作業記録作成対象圃場を選択し，FaWL 連携機能を呼び出す。 

２．FaWL に送るマスタ情報（作業者，機材，資材などのリソース情報）を選択する。 

３．マスタ情報を FIX-pms 形式（XML 文書）で書き出す。 

      ↓ 

      ↓（SD カード，ネット経由など） 

      ↓ 

 ［この間は FaWL（携帯端末）での操作：作業記録を作成する］ 

      ↓ 

      ↓（SD カード，ネット経由など） 

      ↓ 

４．FaWL で作成した FIX-pms 形式（XML 文書）の作業記録を読み込む。 

５．内容を確認・取捨選択し，栽培作業台帳に取り込む。 

 

 

・FIX-pms 形式（FarmXML 規格の一部）については PMS サポートサイト以下の該当

ページ（http://www.aginfo.jp/PMS/FarmXML/）を参照して下さい（このガイドでは

説明しません）。 
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FaWL 用データの作成・出力 

携帯端末上の FaWL で作業記録を作成登録するには，あらかじめ記録作成に必要な圃

場地図，作付状況，作業予定（作業担当予定者，使用予定の機材・資材などを含む）な

どのデータを取り出して FaWL にダウンロード可能なファイル形式で出力します。 

 

 

１．複数選択モードで作業予定のある圃場を選択します。 

２．「計画・実績(P)」→「FaWL 作業記録(W)...」を選択・実行します。 

 

 
図 241 「FaWL 作業記録」メニューの選択・実行 

 

３．「FaWL データ交換」画面（図 242）で FaWL 用に作成・出力する FIX-pms ファ

イルの名前を入力します。入力欄の右側にある［...］ボタンをクリックしてエク

スプローラ画面から選択することもできます（既存ファイルに上書きする場合）。 

 

 
図 242 FaWL 用データ出力画面 
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４．「→FaWL（マスタ出力）」タブ内の「設定するマスタ情報(M)」枠内の「作物」～

「商品」タブでそれぞれの項目のうち FaWL 側に出力する項目にチェックを入れ

ます。タブごとに［全選択］［全解除］ボタンでチェックを設定できます。 

５．「出力先(O)」欄で作成した FaWL データを転送する携帯端末の種類（Android／

Windows Mobile）を選択します。 

６．以上の入力を確認し，［出力(G)］ボタンをクリックします。 

 

以上の操作により，指定された範囲の圃場地図およびマスタ・台帳情報が FaWL デー

タ交換用の FIX-pms 形式文書ファイルに出力されます。この時地図ファイルは FIX-pms

文書と同じ名称のフォルダ内に複数の画像ファイル（PNG 形式）に分割されて出力され

ます。 

携帯端末へのファイル転送 

出力された FIX-pms 形式文書ファイルおよび地図ファイル（FIX-pms のファイル名と

同じ名称のフォルダ内に作成されています）をそのまま（フォルダ構成を維持したまま）

携帯端末上の FaWL データフォルダ内に転送します。 

転送には，本システムが動作する PC と携帯端末を USB ケーブルなどで直接接続して

外部ストレージモードでコピーする方法や，Bluetooth 通信，インターネット経由

（Dropbox，Skydrive などのクラウドストレージサービス利用など）でコピーする方法

などがあります。具体的な転送方法は，お使いの環境によって複数考えられるので適宜

適切な方法で実行してください。 

FaWL 側のフォルダ構成・動作概要等については FaWL ユーザガイドを参照してくだ

さい。 

 

 

FaWL ソフトは Android 用・Windows Mobile 用のインストーラおよびユーザガイド

が，本システムのインストールフォルダ内にコピーされています。 

 

FaWLで作業記録を作成するとその記録が本システムから転送したFIX-pms文書内に

追加されます。この FIX-pms 文書は PC から携帯端末に転送した時と同様にして携帯端

末から PC 上に転送します。 

この PC 上に転送された（作業記録を追加された）FIX-pms 文書ファイルを読み込ん

で，携帯端末上で記録した作業記録を本システムの栽培作業台帳に取り込みます。 

 

FaWL 作業記録データの取り込み・栽培作業台帳への登録 

FaWL 上で作成した作業記録は以下の手順で栽培作業台帳に登録できます。 

 

 

１．メインメニューから「計画・実績(P)」→「FaWL 作業記録(W)...」を選択・実行

します。 

２．「FaWL データ交換」画面で FaWL 上で作業記録を作成し PC 上に転送した

FIX-pms 文書ファイル名を指定します。［...］ボタンでエクスプローラ画面を表示
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して選択することもできます。 

３．「←FaWL（作業記録）」タブを選択・表示して［作業記録取り込み(G)］ボタンを

クリックします。 

（これにより手順２で指定した FIX-pms 文書内の作業記録が読み込まれます） 

 

 

図 243 FaWL 連携画面（作業記録設定） 

 

４．読み込まれた作業一覧を確認し，「登録」欄のチェックをオン・オフして栽培作業

台帳に登録する作業記録を選択します（オンで登録，オフで非登録）。［全選択］［全

解除］ボタンでチェックの一括設定もできます。 

５．［栽培作業台帳の作業実績へ登録(R)］ボタンをクリックします。 

（これにより手順４でチェックした作業記録が栽培作業台帳の作業実績として登

録されます） 

 

以上の操作により，携帯端末上で作成した作業記録が本システムの栽培作業台帳の作

業実績として登録されます。 
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圃場地図（メイン）画面の印刷 

各台帳のマップ表示機能などによりメイン画面に表示されている圃場地図は印刷する

ことができます。これには，メイン画面のファイルメニューまたはツールボタンから実

行する場合と，各台帳表示設定画面内の［印刷］ボタンをクリックして実行する場合が

あります。 

印刷結果はお使いの Windows PC から印刷可能なプリンタに出力されます。カラープ

リンタが接続されて印刷可能な状態であれば，カラー印刷も可能です。 

通常，印刷を行う場合は，印刷設定→印刷プレビュー→印刷の順に操作します。 

印刷設定では，用紙の印刷方向（縦置き・横置き），余白などを設定します。 

印刷プレビューでは，印刷に先だって印刷イメージを確認します。 

 

  

図 244 印刷メニューと印刷ツールボタン 

 

印刷設定【操作】 

メインメニューから「ファイル(F)」→「印刷設定(U)」を選択・実行すると，以下の「ペ

ージ設定」画面が表示されます。 

ここでは，画面に従って，印刷する用紙のサイズ・給紙トレイの選択，用紙の向き，

余白を指定します。 

また，［プリンタの設定(P)］ボタンを左クリックすると，図 246 のような「ページ設

定（プリンタ設定）」画面が表示されますので，使用するプリンタを選択し，必要に応じ

て，プリンタのプロパティ（プリンタドライバの設定画面が表示されます）を設定しま

す。 

地図画面の印刷【操作】 

メインメニューから「ファイル(F)」→「印刷(P)」を選択・実行，または「印刷」ツー

ルボタンをクリックすると「印刷」画面が表示されます（図 247）。 

ここで，印刷するプリンタを選択します。また，必要に応じて［詳細設定］ボタンを

クリックして，選択したプリンタのドライバ設定画面を表示して印刷の詳細設定を行い

ます。 
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図 245 「ページ設定」画面 

 

  

図 246 「プリンタ設定」画面 

 

  

図 247 「印刷」画面 
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印刷範囲（「ページ範囲」）は，画面上では「すべて」と「現在のページ」，「ページ指

定」が選択できるようになっていますが，どれを選択しても，メイン画面上に表示され

ている範囲すべて印字されるので，「すべて」のままで構いません。 

部数については，必要な印刷部数を指定します。 

以上の項目を指定したら最後に［印刷］ボタンを左クリックして印刷します。 

台帳表示設定画面からの印刷【操作】 

土地台帳や作付台帳などの台帳表示設定画面内に［印刷］ボタンがある場合は，それ

を左クリックして，現在表示している圃場地図画面を印刷できます。この場合は，表示

設定内容が凡例として圃場地図の片隅に印刷されます。 

一例として，作付台帳の作物別表示の例を図 248 に示します。 

 

 

図 248 作物別の作付台帳表示例 

 

この状態から， 

 

１．「作付マップ（作物別）」台帳表示設定画面内の「印刷」ボタンをクリックします

（「プレビュー確認」画面（図 249）が表示されます）。 

２．プレビューする場合は「はい」をクリックします。プレビューなしに印刷する場

合は「いいえ」をクリックします（図 249）。 

３．プレビュー画面で印刷内容を確認し，プレビュー画面を閉じます（図 250）。 

４．「印刷」画面（図 247）で必要な設定を行い，印刷します。 

 

以上の操作で，メイン画面に表示されている圃場地図が印刷されます。 
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図 249 「プレビュー確認」画面 

 

 
図 250 印刷プレビュー画面 
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データの保存と読み込み 

作業計画管理プログラムで管理されているデータは「管理ファイル」に保存されます。 

台帳入力，作業計画作成などの操作により，台帳データが変更されると，以下のよう

に，メイン画面下部のステータスバー内で，データ変更された台帳の名前が赤色表示さ

れ（未変更の場合は黒色表示），保存が必要なことを示します。 

 

 

図 251 台帳更新状態表示 

（赤色表示はデータ変更があり保存が必要な台帳です） 

 

データを保存する【操作】 

データを「管理ファイル」に保存するには， 

 

１．メインメニューから「ファイル(F)」→「管理ファイルに保存(S)」を選択・実行し

ます（図 252）。 

２．またはツールバー内の「保存」ツールボタンをクリックします（図 252）。 

３．作業計画管理プログラムの終了時に保存します。 

 

以上のいずれかの方法を実行し，管理ファイルに保存します。 

 

   

図 252 データ保存メニュー・ツールボタンの選択・実行 

 

管理ファイルを読み込む【操作】 

作業計画管理プログラムの起動時には，最初に読み込む管理ファイルを選択します（図

1）。ある「管理ファイル（圃場データ）」を読み込んで管理作業を行い，その作業を終了

し，別の「管理ファイル」に対して管理作業を行う場合には，メインメニューから「フ

ァイル」→「圃場データの読み込み」を選択・実行するか，「開く」ツールボタンをクリ

ックします。 
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図 253 データ読み込みメニュー・ツールボタンの選択・実行 

 

この時，未保存のデータがある場合は，読み込みに先立って「保存確認」が表示され

るので，必要に応じてデータを保存します。その後，本プログラム起動時と同様の「管

理ファイル選択」画面（図 1）が表示されますので，ここで新たに管理作業を行う「管理

ファイル」を選択して，読み込みます。 

以降は，本プログラムのメイン画面に戻り，管理作業を行います。 
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複数管理ファイルでの台帳表示 

主ファイルと参照ファイル【概要】 

作業計画管理では，起動時または管理ファイル読み込みにより読み込んでいる管理フ

ァイルが台帳入力や表示・印刷などの対象となり，入力・変更されたデータは元の管理

ファイル（システムが使用しているデータベース内）に保存されます。以下ではこの管

理ファイルのことを「主ファイル」と呼びます。 

管理ファイルは，通常一作・一期・一年などの栽培作期ごとに作成されると想定され

ています。このため，一つの管理ファイル内で前年度や前作のデータを取り扱うことは

できないようになっています。 

そこで，前年度や前作のデータを参照しながら，今年度のデータを管理したり，複数

年度のデータを比較表示して経年の推移・変遷を確認したりする場合には，読み込んで

いる管理ファイル（主ファイル）とは別に，他の管理ファイルを「参照ファイル」とし

て読み込むことで，台帳表示などに使用することができます。 

この「参照ファイル」として読み込まれた管理ファイルは，あくまでも参照用であっ

てデータ入力・変更などを行うことはできません。また，あらかじめ主ファイルが読み

込まれている状態でないと参照ファイルを読み込むことはできません（先に参照ファイ

ルを読むことはできません）。 

また，主ファイルと参照ファイルとの間でそれぞれが指定している圃場地図（圃場図・

背景図）が異なっている場合でも，読み込み済みの主ファイルに対して（圃場地図の異

なる）参照ファイルを読み込むことはできます。しかし，複数ファイルに対する台帳表

示は主ファイルの圃場連番（システムが管理する圃場番号）を基準にして参照ファイル

の圃場連番を引用しながら実行されるため，圃場地図が異なる管理ファイル間で台帳表

示しても意味がありません。このため，主ファイルと参照ファイルでは同じ圃場地図を

指定していることが原則となります。 

参照ファイルの読み込み【操作】 

主ファイルが読み込まれている状態でメインメニューから「ファイル(F)→「参照ファ

イルを開く(R)」またはツールバー内の「参照」ボタンをクリックします。 

 

  

図 254 「参照ファイルを開く」メニューの選択・実行 
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通常の管理ファイル（主ファイル）を読み込む時と同様に「管理ファイルの選択」画

面が表示されるので，ここで参照用に読み込む管理ファイルを選択します。 

 

 

図 255 管理ファイルの選択画面 

 

参照ファイルを読み込むと，主ファイルの圃場図シェイプレイヤの他に，今読み込ん

だ参照用管理ファイルの圃場図シェイプレイヤが追加され，圃場地図画面上に重ねて表

示されます。 

 

 

図 256 参照ファイル読み込み画面例 

 

この例では，通常の主ファイル表示に加え，参照ファイルの圃場が ’+’字格子模様で重

ね表示されています。主ファイルと参照ファイルは同一の圃場地図を使用しているので，

このように圃場図シェイプは完全に重なります（通常の使用）。 
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レイヤ表示切替と台帳表示レイヤ指定【操作】 

また，メインメニューの「レイヤ表示(L)」をクリックして開くと，以下のように参照

ファイルとして読み込まれた管理ファイルの圃場図シェイプレイヤが追加されているの

が分かります。 

 

 

図 257 参照ファイルを読み込んだ時のレイヤ表示メニュー例 

 

また，このレイヤ表示メニューにおいて，各レイヤ項目の左端のチェックはそのレイ

ヤの表示／非表示状態を示します。メニュー項目をクリックして，チェックを付けると

表示，チェックを外すと非表示となります。 

 

  

 

図 258 参照レイヤを先頭表示とした画面例 

（主ファイルの圃場シェイプレイヤを非表示としています） 

（参照レイヤの番号’1’がステータス表示欄に表示されています） 
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この時，レイヤ表示メニューに表示されたレイヤの中で，上から順に数えて最初にチ

ェックが付いているレイヤの番号（0 から数えるので，一番上の主ファイルレイヤが必ず

0 となります）が，メイン画面ステータス表示項目の左端に表示されます。この数字がチ

ェックの付いている最初のレイヤ番号を示し，そのレイヤが台帳表示操作の対象となり

ます（下図）。 

そこで，台帳表示操作を適用したいレイヤを選択するには，そのレイヤが最初にチェ

ックされているレイヤとなるように，それより上位のレイヤのチェックを外して非表示

とします。これにより，チェックの付いている最初のレイヤを台帳表示操作の対象とす

ることができます。 

この状態で，台帳表示を行う（メインメニューから「台帳表示」以下を選択・実行す

る）と，選択されているレイヤの管理ファイルを対象として，各台帳上のデータに基づ

く表示が行われます。 

複数ファイルでの台帳表示【操作】 

複数ファイルを対象とした台帳表示を行うには，主ファイルの他に参照ファイルも読

み込んでおいてから，まず表示対象となる圃場を選択します。 

 

 

１．複数選択モードまたは圃場検索により予め対象圃場を選択します。 

２．メインメニューから「台帳表示(D)→「複数ファイル表示(D)」を選択します。 

（「複数ファイル表示サブメニュー」が表示されます） 

３．「複数ファイル表示サブメニュー」で実行したいメニュー項目をクリックします（現

在は「作付け状況(P)」と「収量(Y)」のみ選択・実行できます）。 

 

 
図 259 複数ファイル表示メニューの選択 

 

以下は，複数ファイル(通常複数年度の管理ファイルを参照)で作付台帳の「収量」（反

収）データを表示したものです。 
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図 260 複数ファイルでの収量表示例 

 

以下は，複数ファイルで作付け状況を表示したものです。 

 

 

図 261 複数ファイルでの作付状況表示例 

 

 

この作付・栽培履歴表示は，「播種」「元肥」「追肥」というキーワードで栽培作業台帳

を検索して該当作業を見つけ出し，その作業で使用されている「種子」や「肥料」の使

用状況に基づいています。 

 このため，作業マスタおよび資材マスタにおいて上記名称で作業名や資材種別名が登

録されていなければなりません。 
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〔メモ〕 
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FarmXML（FIX-pms）データ入出力 

本システムで管理している主要なデータ構造を管理ファイルごとにFIX-pms形式で入

出力することができます。 

現在読み込んでいる管理ファイルの主要データを FIX-pms 形式で出力するには，メイ

ンメニューから「ファイル(F)→」を選択実行します。 

 

 
図 262 FIX-pms 出力メニューの選択・実行 

 

出力するファイルパス名（拡張子は”.xml”）を指定すると，現在の管理ファイルの内容

が FIX-pms 形式の XML 文書ファイルとして出力されます。 

XML 文書はテキストファイルなので，XML ファイルのツリー表示に対応したブラウ

ザなどで内容を確認できます。以下は Google Chome による表示例です。 

 

 
図 263 FIX-pms 形式ファイルの表示例（Chome ブラウザ） 

 

また，マイクロソフトの「XML Notepad 2007」（無償ソフトウェア）を使用すると次

ページのようにツリー構造をより視覚的に操作しながら，内容を確認できます。 
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左：土地台帳データ，右：栽培作業台帳データ 

図 264 FIX-pms 形式ファイルの表示例（XML Notepad 2007） 

 

 

・FIX-pms は XML 文書の一規格で，農業生産工程管理データの表現・交換規格として

現在開発中です（→http://www.aginfo.jp/PMS/FarmXML/）。 

 

 

  



－179－ 

台帳データの一括削除（初期化）と参照複写【操作】 

台帳データの一括削除 

入力済みの台帳データを台帳ごとに一括削除または初期化できます。 

 

 

１．メインメニューから「編集(E)」→「台帳データの一括削除(D)」と辿り，削除し

ようとする台帳メニュー項目をクリックします。 

作付台帳の場合はさらに「一括削除(A)」または「作付指定削除(E)」のいずれかを

選択してクリックします。 

 

 

(a) 作付台帳以外 

 

(b) 作付台帳の場合 

図 265 台帳データ一括削除メニューの選択・実行 

 

２．削除確認画面で［はい］をクリックします（作付台帳の作付指定削除以外の場合）。 

 

 

図 266 一括削除確認画面の例（栽培作業台帳の場合） 

 

３．作付台帳の作付指定削除の場合は，確認の上，削除する作付番号（1～3）を指定

して［削除（初期化）］ボタンをクリックします。 
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図 267 削除する作付番号の指定画面 

 

 

・土地台帳の場合は初期化処理となり台帳上のレコード自体は削除されません（圃場図

とのリンク情報などは保持されます）。 

・土地台帳を初期化する場合は，事前に作付台帳が削除されている必要があります（台

帳依存関係のため）。 

・作付台帳を一括削除する場合は，それに依存する生育台帳，栽培作業台帳，品質台帳

などがすべて削除されている必要があります。 

・作付台帳の作付指定削除では，指定された作付番号のレコードが初期化されます（レ

コード自体は削除されません）。 

・上記以外の台帳削除処理では，該当するレコード自体が削除されます。 

 

 

作付台帳を作付指定削除（初期化）した場合，その作付に依存していた生育台帳，栽

培作業台帳，品質台帳上のレコードは削除されずに残ったままとなります（連動して削

除されるわけではありません）。このため，新たに作付を登録した際に，依存台帳上に残

っていたレコードが復活する場合があります（作付指定削除前に登録していたのと同じ

作物を再登録した場合）。 

 

台帳データの参照複写 

参照用の管理ファイルを読み込んでいる場合（p.171）は，参照ファイルから主ファイ

ルに台帳単位でデータを複写できます。現在は作付台帳と栽培作業台帳の複写が可能と

なっています。 

 

 

１．あらかじめ複写先の管理ファイルを主ファイルとして，複写元の管理ファイルを

参照ファイルとして読み込んでおきます。 

（「参照ファイルコピー」メニューが有効になります） 

２．メインメニューから「編集(E)」→「参照ファイルコピー(R)」と辿り，複写しよう

とする台帳メニューを選択クリックします（図 268）。 

３．複写元の参照ファイルを選択し［OK］ボタンをクリックします（図 269）。 

４．「複写最終確認」画面で［OK］ボタンをクリックします（図 270）。 
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図 268 「参照ファイルコピー」メニューの選択・実行 

 

 

図 269 複写元参照ファイルの選択画面 

 

 

図 270 「複写最終確認」画面 

 

 

参照複写処理では，既存のデータはすべて上書きされます（複写元の参照ファイルに

存在しない複写先のデータは削除されます）。 

栽培作業台帳の複写処理では，複写元の作業実績データを複写先の当初・実行・実績

データに複写します。この際，作業日の年は今年（複写処理を実行した時の年）に置き

換えられます。 
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〔メモ〕 
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圃場地図上での簡易情報表示【操作】 

メイン画面のツールバーより，「圃場情報」または「シェイプ情報」ボタンを左クリッ

クした上で（マウス動作モード変更），圃場図上の任意の区画を左クリックすると，以下

のように，その区画の土地・作付または圃場シェイプ属性情報を確認することができま

す。 

 

 

図 271 「圃場情報」「シェイプ情報」ツールバーボタン 

 

 

図 272 「圃場情報」表示画面 

 

 

図 273 「シェイプ情報」表示画面 
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距離（長さ）・面積の簡易計測【操作】 

作業計画・管理支援システムでは，通常，平面直角座標系や UTM 座標系などの「メ

ートル単位」座標系の圃場図を使用します。この場合，圃場図画面上で簡単な測量（距

離と面積）を行うことができます。 

作業計画管理プログラムの圃場図上で距離（長さ)や面積の簡易計測を行うには， 

 

１．計測範囲が一画面内に収まるように圃場図表示状態を適宜調整します。 

２．ツールバー上の「距離」または「面積」ボタンを左クリックして，マウスカーソ

ルの動作モードを距離測定または面積測定モードに変更します。 

 

 

図 274 簡易計測モードの選択（距離または面積） 

 

３．圃場図上で距離または面積を計測したい開始地点を左クリックします。 

４．測定経路または区画外周に沿って頂点を順次左クリックします。 

５．終了地点を左ダブルクリックします。 

 

以上の操作により，終了地点をダブルクリックで指定した段階で，メイン画面下部の

ステータスバー内の所定位置に，距離（メートル単位）または面積（アール単位）が表

示されます。 

 

  

図 275 距離（左）・面積（右）の簡易計測例 

（測定結果はステータスバー内の所定位置に表示されます） 

 

計測時に表示された赤色ポリラインまたは赤枠水色ポリゴンは，マウス動作モード切

替時や着色解除ボタンクリックで消去されます。 

計測精度は地図精度やポインティング精度に影響されます。あくまでも目安とお考え

下さい。 
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データベース操作【操作】 

作業計画・管理支援システム【.NET 版】では，VB6 環境で開発された【オリジナル

版】に対して，一部データベース上のデータ取り扱い方法が変更されています。 

このため，【オリジナル版】とデータベースを共用できるようにするために，【.NET 版】

にはデータ変換機能が用意されています。 

【オリジナル版】で使用していたデータベースを【.NET 版】で使用する際には， 

 

１．メインメニューから「ツール(T)」→「データベース操作」→「オリジナル版→.NET

版(U)」を選択・実行します。 

 

 

図 276 データベース操作メニュー 

 

２．操作確認画面に対して，「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

図 277 データベース変換操作確認画面 

 

以上で，データベース変換が行われます。なお，このデータベース変換操作は複数回

続けて同じ操作を実行しないでください。一度【オリジナル版】から【.NET 版】へ変換

したら，【.NET 版】から【オリジナル版】に戻さない限り，再度【オリジナル版】から

【.NET 版】への変換操作はしないようにしてください。 

【.NET 版】から【オリジナル版】に変換する場合も同様に操作します。 
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初期設定呼び出し【操作】 

作業計画管理プログラムの実行中に，基本情報入力を行う初期設定プログラム（→初

期設定ガイド）を呼び出すことができます。 

そのためには， 

 

１．メイン画面のメインメニューから「ツール(T)」→［初期設定(C)］メニューを選択・

実行します（図 278）。 

２．初期設定呼び出し時の注意事項が表示されますので，それを確認の上，「OK」ボ

タンをクリックします。 

 

 
図 278 初期設定呼び出し 

 

 

図 279 初期設定呼び出し時の注意喚起画面 

 

以上の操作で，初期設定プログラムが起動します。 

なお，この時呼び出した初期設定プログラムで入力・変更された管理ファイルの基本

情報は作業計画管理プログラムに再度読み込むまで反映されません。 

初期設定プログラムを終了すると，以下のように基本情報（マスタデータ）を読み直

すか確認画面が表示されますので，必要に応じて基本情報(マスタデータ)を読み込み直し

ます。 

 

 

図 280 マスタデータ読み込み確認画面 
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作業計画計算プログラムの呼び出し【操作】 

作業計画管理を実行中に，作業計画計算プログラムを呼び出し実行するには，メイン

メニューから「ツール(T)」→「作業計画計算(P)」を選択・実行します。 

 

 
図 281 作業計画計算プログラムの呼び出し 

 

作業計画計算メイン画面（→作業計画計算ガイド）が表示されますので，以降，必要

な処理を行います。 
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〔メモ〕 
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ユーザインタフェイス動作のカスタマイズ【操作】 

ツールバー表示項目設定 

作業計画管理メイン画面（図 2）上部にあるツールバーは，以下のように，起動時には

ボタンイメージとボタン名（テキスト）が表示されています。 

 

 

図 282 初期表示のツールバー 

 

ボタン表示のみに変えるには，メインメニューから「ツール(T)」→「カスタマイズ(C)」

→「ツールバー(T)」と進み（図 283），「イメージのみ(I)」を選択・実行します。また，

「イメージとテキスト」表示に戻す場合も同様に操作します。 

 

 
図 283 ツールバー表示の変更 

 

 

図 284 イメージ表示のみのツールバー 

 

バルーンヒント表示設定 

作業計画管理プログラムでは操作画面の各所で「バルーンヒント（吹き出しヘルプ）」

を表示できます。既定ではオフになっています。 

バルーンヒント表示を切り替えるには，メインメニューから「ツール(T)→カスタマイ

ズ(C)→「バルーンヒント表示」を選択・実行します。 

 

 
図 285 バルーンヒント表示の切り替え 
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入力・編集限定モード設定 

既定ではすべての台帳に対する入力・表示・編集操作が可能となっていますが，これ

を主要な土地台帳・作付台帳・栽培作業台帳のいずれかのみを対象とした操作モードに

限定（カスタマイズ）することができます。 

これには，以下のようにメインメニューから「ツール(T)→カスタマイズ(C)→入力・編

集限定モード」と進み，「土地台帳」「作付台帳」「栽培作業台帳」のいずれかを選択しま

す。 

 

 

図 286 入力・編集限定モード 

 

すると，以下のようにメインメニュー項目およびツールバー表示が切り替わり，選択

した台帳を対象とする入力・編集・表示のみが可能な操作モードになります。 

 

 

 

 

図 287 入力・編集限定モード時のメニュー・ツールバー 

（上：土地台帳モード，中：作付台帳モード，下：栽培作業台帳モード） 

 

上図の様に，各限定モードではメニューとツールバーの項目が対象となる台帳に限定

され，他の台帳に対する操作はできなくなります。特定の操作のみを集中的に行いたい

場合に便利なモードです。 

入力・編集限定モードを解除するには，同じく「ツール(T)→カスタマイズ(C)→入力・

編集限定モード」と進み，限定選択されている台帳メニュー項目を再度選択して選択解

除します。 
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オプション設定【操作】 

作業計画管理プログラムでは，圃場図表示・選択時に使用する着色パターンや色，ラ

ベル表示の有無・表示内容，単一圃場への台帳入力フォーム形式の選択・台帳入力時の

動作，圃場地図画面のコピー・印刷時のサイズ倍率などを設定できるようになっていま

す。 

このようなオプション機能を設定するには，メインメニューから「ツール(T)」→「オ

プション(O)」を選択・実行します。 

 

  

図 288 「オプション」メニューの選択・実行 

 

以下の「オプション設定」画面が表示されるので，各項目を順次設定します。 

 

 

図 289 オプション設定画面 

 

設定項目は以下のとおりとなっています。 

 

 起動時に管理ファイルを選択する 

作業計画管理プログラムを起動した際に「管理ファイル選

択」画面を表示するかしないかを設定します。 
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「着色パターン」タブ内の設定項目は圃場図（圃場区画）を表示する際の設定です。 

 

 
図 290 オプション設定－「着色パターン」タブ 

 

 圃場図（シェイプ）の標準色・着色パターン 

圃場図を通常表示する際の色とパターン，境界色・幅を設

定します。 

「着色パターン」を左クリックすると「着色パターン選択」

画面が表示されるので，パターンを選択します。 

「着色カラー」および「境界色」を左クリックすると「色

の設定」画面が表示されるので，着色する色および境界の

色を指定します。 

「境界幅」はピクセル単位で指定します。 

 

 
図 291 着色パターン選択画面 

 

 

図 292 着色する色または境界色の設定画面 
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 圃場図（シェイプ）の選択色・着色パターン 

圃場図上で圃場区画（ポリゴンシェイプ）を選択した際の

着色パターン・色，境界色・境界幅を設定します。 

設定方法は「標準色・着色パターン」と同様です。 

 マップ表示 -------------------- 台帳データに基づいてマップ表示した際の着色パターン

と境界幅を指定します。 

指定方法は「標準色・着色パターン」と同様です。 

 

圃場図の他に「基盤図」「農家図」についても同様に標準色・着色パターンの設定を行

います。 

次に，「ラベル」タブ内は圃場図ラベル（圃場区画ごとのラベル）表示についての設定

項目です。 

 

 

図 293 オプション設定－「ラベル」タブ 

 

 圃場図シェイプラベルを表示する 

圃場図上に圃場区画ごとにラベル表示するかしないかを

設定します。表示する場合（チェックした場合）はラベル

の詳細項目も設定します。 

 ラベル項目 -------------------- シェイプラベルとして表示する土地台帳項目を選択しま

す。 

 フォントサイズ -------------- シェイプラベルのフォントサイズを選択します。 

 ラベルカラー ----------------- シェイプラベルの表示色を指定します。ラベルカラー枠を

クリックすると「色の設定」画面が表示されるのでここで

色を指定します。 

 ラベル背景 -------------------- ラベル背景着色の有無，および着色する色を指定します。

色指定はこれまでと同様「色の設定」画面で行います。 

 圃場選択・着色（台帳表示）時のラベル表示有無 

圃場図上の圃場区画（ポリゴンシェイプ）を選択した時，

および台帳表示機能により圃場区画を着色表示した時に，

ラベルを表示したままとするか消去（非表示と）するかを

選択します。チェックすると消去（非表示）となります。 

 管理ファイル読み込み時圃場図属性同期更新 
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管理ファイルを読み込むと同時に圃場図属性ファイルに

対する同期処理を行うか否かを設定します。 

 管理ファイル保存時圃場図属性同期更新 

管理ファイルを保存すると同時に圃場図属性ファイルに

対する同期処理を行うか否かを設定します。 

 既定の作付番号 -------------- 圃場図属性を自動更新する際に使用する作付台帳の既定

作付番号を選択します。 

 

「台帳入力」タブ内は台帳入力時の動作についての設定項目です。 

 

 

図 294 オプション設定－「台帳入力」タブ 

 

 個別台帳入力フォーム使用 

圃場を選択して台帳入力を行う際，個別の台帳入力フォー

ムを使用するか，タブ切替式の複数台帳入力フォームを使

用するかを選択します。 

 個別台帳入力フォームローカルマップ表示 

個別台帳入力フォームを表示した時にフォーム内に圃場

図を表示するかしないかを選択します。 

 台帳入力フォーム表示時の既定表示台帳 

圃場を選択して台帳入力フォームを表示した際に既定表

示される台帳を選択します。 

 複数圃場一括入力時の既定表示台帳 

一括台帳入力時に既選択圃場をクリックして表示される

台帳を選択します。 

 作業時間入力時の単位 ------ 作業時間を分単位で入力するか時間単位で入力するかを

指定します。既定入力は時間単位（1 時間未満は小数点）

ですが，システム内部では常に分単位で記録されています。 

 複数圃場に対する作業時間の配分方法 

複数圃場に対して作業時間を入力した場合の各圃場への

作業時間配分方法を選択します。 

既定では入力作業時間を 10a 当たり作業時間と見なし，各

圃場面積に応じて作業時間に変換します。 
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この項目をチェックした場合は入力作業時間を総作業時

間（複数圃場での合計作業時間）と見なし，各圃場面積に

応じて比例配分します。 

 複数圃場に対する資材使用量の配分方法 

複数圃場に対して資材使用量を入力した場合の各圃場へ

の資材使用量配分方法を選択します。 

既定では入力された使用量を 10a 当たり使用量と見なし，

各圃場面積に応じて使用量に変換します。 

この項目をチェックした場合は入力使用量を総使用量（複

数圃場での合計使用量）と見なし，各圃場面積に応じて比

例配分します。 

 肥料使用量の荷姿単位入力 

肥料使用量を荷姿単位で入力するか否かを設定します。 

既定（チェックなし）では重量・容量単位での入力，チェ

ックした場合は荷姿単位での入力となります。 

 農薬使用量の荷姿単位入力 

農薬使用量を荷姿単位で入力するか否かを設定します。 

既定（チェックなし）では重量・容量単位での入力，チェ

ックした場合は荷姿単位での入力となります。 

 資材使用量の荷姿単位入力 

肥料・農薬以外の生産資材使用量を荷姿単位で入力するか

否かを設定します。 

既定（チェックなし）では重量・容量単位での入力，チェ

ックした場合は荷姿単位での入力となります。 

 

「表示・印刷」タブ内は圃場地図画面を印刷したりクリップボードにコピーしたりす

る際の画面表示サイズに対する拡大縮小率を設定する項目です。 

 

 

図 295 オプション設定－「表示・印刷」タブ 

 

 印刷時倍率 -------------------- 圃場地図画面を印刷する際に使用するイメージの画面表

示サイズに対する拡大倍率を指定します（縮小の場合は 1

未満の小数）。 
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 コピー時倍率 ----------------- 圃場地図画面をクリップボードにコピーする際に使用す

るイメージの画面表示サイズに対する拡大倍率を指定し

ます（縮小の場合は 1 未満の小数）。 

 保存時倍率 -------------------- 圃場地図画面を画像ファイルとして保存する際に使用す

るイメージの画面表示サイズに対する拡大倍率を指定し

ます（縮小の場合は 1 未満の小数）。 

 初期表示台帳マップ--------- 起動時および管理ファイル読み込み時に自動的に表示す

る台帳マップを指定します。 

 吹き出し表示 ----------------- マップ画面でマウスカーソルを移動・重ねた時に表示する

吹き出し内の表示項目を設定します。表示項目（対象台帳）

に応じて，最大２つの表示オプション選択項目が表示され

ます。 

 

以上の各項目が設定できたら，最後に［OK］ボタンを左クリックして，「オプション

設定」画面を閉じます。 

［キャンセル］した場合は，それまでの設定内容は破棄されます。 
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ヘルプ機能【操作】 

ヘルプファイル表示 

作業計画管理には，簡単な操作ガイドを表示するヘルプが付属しています。ヘルプを

表示するには，メインメニューから「ヘルプ(H)」→「ヘルプを開く(C)」または「ヘル

プインデックスを開く(I)」を選択・実行します。 

 

 

図 296 ヘルプメニュー 

 

 

図 297 ヘルプ画面 

 

サポートサイト表示 

作業計画管理プログラム（Manager.exe）からインターネット上の本システムサポー

トサイトを表示するには，「ヘルプ(H)」→「サポートサイトを表示(B)」を選択・実行し

ます。 
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図 298 「サポートサイトを開く」メニュー選択・実行 

 

 

図 299 サポートサイト（http://www.aginfo.jp/PMS/）表示例 

 

プログラム情報表示 

本プログラム（Manager.exe）のバージョン情報を表示するには，メインメニューか

ら「ヘルプ(H)」→「バージョン情報(A)」を選択・実行します。 

 

 

図 300 作業計画管理プログラム（Manager.exe）情報表示画面 
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作業計画管理プログラムの終了【操作】 

作業計画管理プログラムを終了するには，メイン画面のメインメニューから「ファイ

ル(F)」→「終了(X)」を選択・実行します。 

 

  

図 301 終了メニューの選択・実行（左：メインメニュー，右：ツールバー） 

 

未保存のデータがある場合には，以下のように「保存確認」画面が表示されるので，

処理を選択した上で終了します。「はい」は保存終了，「いいえ」は保存しないで終了と

なります。また，「キャンセル」した場合は終了操作を中止し，メイン画面に戻ります。 

未保存のデータがない場合には，直ちに終了します。 

 

 

図 302 終了時のデータ保存確認画面 
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〔メモ〕 
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付 録 

データベースファイル「圃場 DB」仕様 

本システムで使用しているデータは，Microsoft® SQL Server（2005 Express Edition）

のデータベース（名称：「圃場 DB」）内に保存されています。 

データベースの仕様（バージョン 1.42.5602）については別冊「圃場 DB クエリガイド」

を参照してください。 

シェイプファイル仕様 

本システムで使用している圃場図用のシェイプファイルは，ESRI 社提唱のシェイプ形

式であり，シェイプ（拡張子”.shp”），インデックス（拡張子”.shx”），属性（拡張子”.dbf”），

投影（拡張子”.prj”）の 4 ファイルから構成されています。 

使用しているシェイプタイプは「ポリゴン（シェイプタイプ:5）」のみで，圃場区画形

状の表示とユーザ選択時のターゲットとして使用しています。 

シェイプ属性（”*.dbf”）は，既定値として以下のフィールドを使用しています。 

 

表 1 本システムの圃場シェイプ属性フィールド定義一覧 

フィールド名 1) 
データ型 2) 

（DBF 定義） 
内  容 

連番（※） LONG（N8） 
圃場シェイプの通し番号。すべてのポリゴンシェ

イプに重複なく付与します。 

X_COORD（※）
3) 

DOUBLE

（F19.3） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心座標 X（m） 

（平面直角座標系，メートル単位） 

Y_COORD（※）
3) 

DOUBLE

（F19.3） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心座標 Y（m） 

（平面直角座標系，メートル単位） 

LAT（※） 
DOUBLE

（F19.8） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心緯度（°） 

十進小数点形式度単位 eg. 35.341256 

LON（※） 
DOUBLE

（F19.8） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心経度（°） 

十進小数点形式度単位 eg. 134.383894 

地積 
DOUBLE 

（F9.1） 
圃場の登記上の面積（平方メートル単位） 

水張面積（※） 
DOUBLE

（F9.1） 
圃場の作付面積（平方メートル単位） 

ID4) TEXT（C10） 圃場毎に一意の圃場コード（形式は任意） 

地番 TEXT（C10） 圃場の地番 

氏名 TEXT（C12） 圃場を所有する農家名 

収穫日 TEXT（C11） 収穫計算結果が入ります 

田植え日 TEXT（C11） 田植え計算結果が入ります 

代掻き日 TEXT（C11） 代掻き計算結果が入ります 

受託日 TEXT（C11） 受託日条件設定が入ります 

条件 TEXT（C11） 作業期間条件設定が入ります 

！網掛け部分のフィールドは作業計画計算プログラム（”分散圃場システム.exe”）で使

用されます。 

注 1)フィールド名はこの表の通りとしてください。アルファベットは半角です。また，

（※）が付された項目は必須項目なので，フィールドとともに個々の圃場に対応し
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たレコード（データ値）も必ず入力しておく必要があります。他のフィールドは定

義だけあれば，データ値は入力しなくてもかまいません。 

注 2)括弧内は DBF ファイルのフィールド定義で指定されるデータ型指定文字 1 文字

（CNFDLM）と「フィールド長．小数点桁数」を表しています。 

注 3)圃場の中心座標（X,Y）の X 座標は東西（経度）方向，Y 座標は南北（緯度）方

向の値を入力します。国土地理院による平面直角座標系の定義とは，X,Y 軸の定義

（緯度・経度割り当て）が入れ替わっていますので注意してください。 

注 4)「ID」項目は PMS 内では「圃場コード」として取り扱われます。 

 

計画管理プログラムにおいて「圃場図属性エクスポート」機能により上記以外のフィ

ールドが追加されます。それらのフィールドは，計画管理プログラムのマップラベル表

示に使用されます。 

平面直角座標系情報 

本システムではシェイプファイルの投影ファイル（ ”*.prj”）とは別に，EPSG 

（European Petroleum Survey Group）コードで平面直角座標系情報を管理します。 

付属の圃場図作成ソフト：ShapeMaker で圃場図（シェイプ）ファイルを保存する度

に，ShapeMaker 内で設定されている平面直角座標系情報が EPSG ファイル（”*.epsg”）

に保存されるようになっており，本プログラム（Manager.exe）はその情報を読み込ん

で平面直角座標系を特定します。 

現在，対応している平面直角座標系の EPSG コードは以下のとおりです。 

 

・世界測地系 JGD2000（GRS80 楕円体）：2443～2461 

・日本測地系 TOKYO（ベッセル楕円体）：30161～30179 

 

EPSG ファイルも他のシェイプファイル構成ファイルと同様にファイルベース名が共

通で，同じフォルダに格納して使用します。 
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問い合わせ先 

本システムを使用していて，お気づきの点等ありましたら，巻末（奥付）記載の E-mail

アドレスまたは本システムのサポートサイト<http://www.aginfo.jp/PMS/>内の Q&A 掲

示板にて，お問い合わせください。 

その際，お問い合わせ内容に応じて，利用状況・環境や操作手順，画面状況などの詳

しい情報も添えてください。 

 

 

〔メモ〕 
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〔メモ〕 
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